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後回しは備えなし！がん検診を受けよう！

乳がん検診
●対 象 年 齢　40歳以上の女性

●検 査 内 容　マンモグラフィ検査

●自己負担額　1,500円

子宮頸がん検診
●対 象 年 齢　20歳以上の女性

●検 査 内 容　子宮頸部の細胞診

●自己負担額　1,000円

胃がん検診
●対 象 年 齢　51歳以上の奇数年齢の男女

●検 査 内 容　胃内視鏡検査＋リスク層別化検査または、

　　　　　　　胃部Ｘ線検査＋リスク層別化検査

●自己負担額　51歳以上4,000円、

　　　　　　　70歳以上2,000円

健康増進課（保健センター）11月の予定
日 曜日 事　業　名 受付時間

9:30 ～ 11:30
13:00 ～ 14:00

13:15 ～ 13:30

9:00 ～ 11:00
13:00 ～ 14:30

8:30 ～ 10:00

13:00 ～ 13:30
9:00 ～ 11:30
9:45 ～ 10:00
7:30 ～ 11:00
8:30 ～   9:00

13:00 ～ 13:30
13:00 ～ 13:30
9:30 ～ 11:30

13:00 ～ 14:00
17:00 ～ 20:00

健康診査（下雨ケ谷ふるさ
とコミュニティセンター）
パパママ教室［妊娠・出産
編］（申込者）
健康診査（15日、20日、
28日も開催）
大腸がん検体回収（13日、
19日、22日、26日、27日）
１歳６か月児健診
健康相談
８～９か月児育児相談
総合健診（申込者）
となりの町を歩こう
５歳児健診
３歳児健診
健康診査（桜の郷コミュニ
ティセンター）
健康診査（夜間）
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がんは早期発見が重要

　日本人の約２人に１人は一生のうち、１度はがんに

なると言われています。「親戚にがんになった人がいな

いから自分は大丈夫」、「今はちょっと忙しいからいず

れ検診を受けよう」、などと検診を後回しにしていませ

んか。

　がんは早期では自覚症状がなく、気づいた時には進

行しています。しかし、今は医学の進歩により、検診

でがんを早期に発見した場合は、治癒する確率が高く

なってきました。そのため、がん検診を定期的に受け、

がんを早期に発見し、適切な治療を行うことが重要で

す。国で推奨している検診の受診間隔としては、胃が

ん検診で２年に１回（当分の間、胃部Ｘ線検査に関し

ては年に１回の実施も可）、肺がん検診や大腸がん検診

で年に１回、乳がん検診及び子宮頸がん検診で２年に

１回です。

医療機関で受ける検診の費用助成について

　

各種がん検診

　町では胃・肺・大腸・子宮・乳・前立腺がん検診を

集団検診で受けることができます。詳しい日程等は広

報紙やホームページをご覧ください。さらに胃・子宮・

乳がん検診については医療機関で受ける検診の費用の

助成もしています。普段忙しくて受けられない方や、

かかりつけの病院が安心という方におすすめです。

　検診をご希望の方は健康増進課までお問い合わせく

ださい。ただし、今年度検診を既に受けられた方や自

覚症状がある方は対象となりません。

　がんは誰でもかかる可能性があり、気づかぬまま進

行している場合もあります。今年度まだ受けていない

方はぜひ自分のためにも家族のためにも検診を受けま

しょう。

【問合せ先】健康増進課　☎029－240－7134（直通）
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最
近
小
・
中
学
生
が
、
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
り
高
額

の
お
金
を
請
求
さ
れ
た
り
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
す
る
こ
と
が
増
え
て
い

ま
す
。
次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
て
上
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
で
入
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
ら…

　

パ
ソ
コ
ン
で
大
好
き
な
音
楽
バ
ン
ド
の
情
報
を
調
べ
て
い
る
と
き
、
あ
る

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
隅
に
あ
っ
た
画
像
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
「
ご
登
録
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
費
○
○
○
○
円
を
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。」
と
表
示
さ

れ
た
。

　　　

絶
対
に
お
金
を
振
り
込
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見
た
だ
け

で
お
金
を
請
求
す
る
こ
と
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

※

無
視
し
て
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
閉
じ
、そ
の
サ
イ
ト
を
見
る
事
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
ケ
ー
タ
イ
の
無
料
ゲ
ー
ム
で
遊
ん
で
い
た
ら…

　

テ
レ
ビ
で
よ
く
流
れ
て
い
る
「
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
」
で
遊
ん
で
い
た

ら
、
携
帯
電
話
会
社
か
ら
10
万
円
も
の
請
求
書
が
届
い
た
。

　　　

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
内
で
ア
イ
テ
ム
な
ど
を
購
入
し
た
場
合
、
使
っ
た
分
は

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※

ゲ
ー
ム
は
無
料
で
も
「
通
信
費
」
な
ど
も
か
か
り
ま
す
。

○
プ
ロ
フ
（
自
己
紹
介
）
で
知
り
合
っ
た
人
に
写
真
を
送
っ
た
ら…

　

自
己
紹
介
を
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
、
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
を
楽
し
ん
で
い

た
。
そ
の
中
の
一
人
に
「
写
真
を
送
っ
て
」
と
言
わ
れ
送
っ
た
。
そ
の
後
写
真

を
ば
ら
撒
く
と
お
ど
さ
れ
た
。

　　

す
ぐ
、家
の
人
に
相
談
し
て
、警
察
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

※

相
手
を
信
用
し
て
、
個
人
情
報
を
公
開
し
た
り
写
真
を
送
っ
た
り
す
る
こ
と

は
危
険
で
す
。

　

ネ
ッ
ト
上
で
は
、
相
手
の
本
当
の
姿
は
見
え
ま
せ
ん
。
男
の
人
が
女
の
人
の

ふ
り
を
す
る
こ
と
も
、
優
し
い
人
の
ふ
り
を
す
る
こ
と
も
簡
単
に
で
き
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
あ
く
ま
で
「
架
空
の
世
界
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
理

解
し
て
、
賢
く
活
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

少
し
で
も
「
困
っ
た
」「
ど
う
し
よ
う
」「
怖
い
」
と
感
じ
た
ら
、
家
族
や
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
！

【
相
談
・
問
合
せ
先
】

　

茨
城
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
９
（
２
９
１
）
１
６
９
０
（
直
通
）

最
近
小

消費生活
センター

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
電
話
を

安
全
に
使
お
う
！

○
秋
風
に
道
辺
の
コ
ス
モ
ス
揺
れ
や
ま

ず
優
し
き
も
の
に
は
風
も
寄
る
ら
し

鶴
町
あ
い
子（
常　

井
）

煙
新
涼
の
窓
す
べ
て
開
け
深
呼
吸
道
を

ゆ
く
人
足
音
軽
し

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

煙
敬
老
の
集
い
の
欠
席
告
げ
る
程
い
つ

し
か
我
も
老
い
に
老
い
た
り　

片
岡　

忠
彦（
長　

岡
）

　

危
き
を
知
ら
す
跣
で
は
ね
廻
り
川
原

で
あ
そ
び
し
僕
の
頃

　

田
口　

正
子（
南
川
又
）

　

寝
苦
し
く
眠
れ
ぬ
夜
は
こ
お
ろ
ぎ
の

声
を
聞
き
つ
つ
う
と
う
と
と
す
る

藤
井　

功
子（
長　

岡
）

　

久
々
に
訪
ね
て
来
た
る
美
術
館
モ
ネ

や
ピ
カ
ソ
に
感
動
新
た　

浦
井　

正
子（
宮
ケ
崎
）

　

鎌
の
手
を
休
め
て
し
ば
し
十
薬
の
白

き
可
憐
な
小
花
を
見
つ
む　
　

二
宮
不
二
子（
大　

戸
）

　

秋
の
雨
消
防
小
屋
の
軒
下
に
お
さ
な

き
捨
て
猫
雨
や
ど
り
す
る

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

　

待
ち
合
わ
せ
兄
弟
一
緒
に
墓
参
り
彼

岸
花
咲
く
小
砂
利
踏
み
し
め

大
場　

邦
男（
長　

岡
）

　

親
し
み
し
友
の
訃
届
く
夕
間
暮
れ
遠

く
近
く
に
デ
デ
ッ
ポ
ー
の
声

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

（
評
）
片
岡
さ
ん―

手
塩
に
か
け
て
育
て
た
米
が
、
今

年
も
無
事
に
収
穫
を
迎
え
た
。
そ
う
し
た
喜
び
も
こ

の
句
に
は
込
め
ら
れ
て
い
る
。
内
田
さ
ん―
秋
風
に
の
っ

て
独
特
の
甘
い
香
り
が
届
く
の
は
、
こ
の
季
節
の
楽
し

み
で
も
あ
る
。
香
り
の
要
素
を
上
手
に
使
用
し
た
句
。

秋
山
さ
ん―

親
戚
が
集
ま
っ
て
賑
や
か
な
様
子
を
「
庭

花
火
」
と
い
う
言
葉
を
加
え
て
き
れ
い
に
ま
と
め
た
。

（
評
）
鶴
町
さ
ん―

コ
ス
モ
ス
が
風
に
揺
れ
る
の
は
、

コ
ス
モ
ス
の
花
の
優
し
さ
に
風
が
た
ま
ら
ず
寄
っ
て
く

る
か
ら
だ
と
言
う
。「
優
し
き
も
の
に
は
風
も
寄
る

ら
し
」
気
負
わ
ず
そ
れ
で
い
て
深
い
味
わ
い
が
あ
る
。

中
島
さ
ん―

今
年
は
新
涼
（
初
秋
頃
の
涼
し
さ
）

が
殊
更
に
待
た
れ
た
。
新
涼
を
迎
え
た
作
者
の
喜

び
が「
窓
す
べ
て
開
け
」と
い
う
行
為
で
表
現
さ
れ
る
。

聴
覚
が
捉
え
た
足
音
の
軽
さ
も
歌
に
広
が
り
を
加

え
、
清
清
し
さ
を
増
す
。
片
岡
さ
ん―

去
年
ま
で

出
席
で
き
た
敬
老
の
集
い
を
今
年
は
欠
席
。
そ
う
し

た
自
分
を
見
つ
め
た
歌
。「
老
い
に
老
い
た
り
」
に

感
慨
が
籠
る
。
大
丈
夫
、
ま
だ
ま
だ
お
元
気
で―

そ
ん
な
声
が
ど
こ
か
ら
か
聞
こ
え
て
来
る
。

○
掌
に
新
米
広
げ
品
定
め

片
岡　

忠
彦（
長　

岡
）

煙
花
だ
よ
り
香
り
で
届
く
木
犀
花

内
田　
　

理（
長　

岡
）

煙
送
り
盆
家
族
寄
り
添
い
庭
花
火

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

　

俎
板
を
僅
か
に
染
め
て
秋
茄
子

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

　

天
の
青
灰
茶
の
大
地
茜
雲

小
堤
美
智
子（
小　

堤
）

　

実
り
田
に
音
先
駆
け
て
コ
ン
バ
イ
ン

浦
井　

正
子（
宮
ケ
崎
）

　

爛
熟
す
赤
き
柿
の
実
鳥
を
呼
ぶ

田
口　

正
子（
南
川
又
）

　

腹
ば
い
に
見
上
げ
る
空
や
秋
高
し

皆
藤　

利
通（
下
土
師
）

　

川
沿
い
の
土
手
に
連
な
る
彼
岸
花

佐
久
間　

勲（
前　

田
）

　

赤
き
薔
薇
庭
に
輝
き
人
を
呼
ぶ

萩
谷
彰
一
郎（
長　

岡
）

【
作
品
の
送
付
先
】

　
ハ
ガ
キ
等
に
３
首
、
３
句
以
内
を
書
い
て
、
住
所

氏
名
明
記
の
上
、
月
末
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

郵　

便
： 

〒
３
１
１－

３
１
９
２

　
　
　
　

茨
城
町
小
堤
１
０
８
０

　
　
　
　

茨
城
町
秘
書
広
聴
課　

宛

Ｆ
Ａ
Ｘ 

：
０
２
９
（
２
９
２
）
６
７
４
８

【
問
合
せ
先
】
秘
書
広
聴
課　

　
　
　
　

☎
０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
２
６
（
直
通
）

《

》

《

》

や
つ
が
れ

て
の
ひ
ら

も
く
せ
い
か
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